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第 3 回『木と合板』写真コンテスト 作品募集
◆作品募集期間◆
　～ 8月 31 日（水）まで　［締切日の消印有効］
◆募集部門と作品テーマ◆
　①一般の部
　　�「木」または「合板」を、「やすらぎ」「挑戦」「復興」
いずれかのキーワードでとらえて表現してください。

　②フォト 5・7・5 の部
　　�「木」または「合板」をテーマに撮影した写真に、川
柳つけてセットで応募していただきます。あなたが写
真に収めた世界を、5・7・5の言葉で表現してください。

　③建材の部
　　�建材としての「木」または「合板」を表現してください。
◆応募方法◆
　�応募用紙に必要事項を記入のうえ、応募作品 1作品に 1
枚（組写真の場合は 1組に 1 枚）添付し、「郵送」「博
物館内の応募箱」「Eメール」のいずれかにて、ご応募
ください。

木材・合板博物館では「『木と合板』写真

コンテスト」を、今年度も開催いたします。

第 3回を迎える今回は、一般の部、学生

の部の垣根を取り払い「一般の部」へと

統合しました。それに加え、昨年度好評

だった「フォト 5・7・5の部」、今年度よ

り新設された「建材の部」と、計 3部門

での募集を行います。募集方法も昨年ま

での「郵送」に、「Eメール」と「博物館

内の応募箱」も加わり、より応募しやす

くなりました。もちろん、特別審査委員

には巨樹カメラマンの吉田繁氏をお迎え

しております。皆様ぜひ、奮ってご参加

ください‼
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『Bulls グラスウール断熱材 ComfortTherm（コンフォートサーム）』

ここが
ポイント！

長期優良住宅・フラット 35S・住宅エコポイント対応断熱材
環境にやさしい、ゼロホルムアルデヒド

■ F ☆☆☆☆適合グラスウール断熱材です
建築基準法に基づき、大臣認定による規制
対象外のホルムアルデヒド発散建築材料
「F☆☆☆☆」に適合するグラスウール断熱
材であることが認められています。

グラスウール断熱材において、規制対象外
のホルムアルデヒド発散建築材料 F☆☆☆
☆の規定に適合するものであることを証明
するためには、次のいずれかが必要です。
① �JIS 規格による「F☆☆☆☆」表示のある
JIS マーク
② 規制対象外とみなす旨の大臣認定書
　�すなわち、JIS マーク表示がなくても、大
臣認定によって「F ☆☆☆☆」を証明す
ることが可能です。

■  推奨品『Bulls 防湿・気密シート』
長期優良住宅に欠かせない次世代省エネルギー基準を達成する
ためには住宅の気密化が必要であり、防湿・気密シートを用い
ることで住宅の高気密
化・断熱化が図れます。

認定番号：MFN-2689

〈用　　途〉住宅用グラスウール断熱材
〈対応基準〉（Ⅱ～Ⅵ）地域は次世代省エネ基準
　　　　　　（省エネ対応等級 4）対応可
　　　　　　　※�等級 4を満たす場合は、別張り防湿層
　　　　　　　　　（推奨品：Bulls 防湿・気密シート）が必要です。

〈対応部位〉屋根・天井・壁

詳細・応募用紙のダウンロードは http://www.woodmuseum.jp/photo-con/



■ 新設住宅着工状況
　5 月の新設住宅着工戸数が 63,726 戸（前年同月比 106.4％）と発表され、
前年同月比では、２カ月連続の増加となった。ただし、増加したのはマンショ
ンが大幅増となったためで、持ち家は 19 カ月ぶりに前年割れ、貸し家は 8
カ月連続の減少。木造住宅に関しては 34,126 戸（前年同月比 97.6％）、一戸
建は、8,796 戸（前年比 1.8％減）でこれまで好調が続いてきた戸建分譲が
17 カ月ぶりにマイナスとなったが、これは昨年 5 月の水準が高かったことも
影響している。木造比率は 52.9％と依然 50％以上をキープしている。
　なお、東北 6 県の着工戸数は 2,447 戸で 29.6％減少している。

■ 国内合板の不足品目に変化
　5 月の国内合板生産量は 4 月同様、宮城、岩手県を含まない数字となるが、
18.8 万㎥（対前年比 87.9％）と発表された。そのうち、針葉樹合板の生産量
が 16.3 万㎥（同 88.3％）、出荷量は 17.0 万㎥（同 89.7％）となった。4 月
からメーカーはフル生産しているが需要に追いつかず、在荷量は前月比 7.4％
減の 7.8 万㎥と更に減った。
　国内針葉樹合板は入荷されると即完売の状況。一時の極端な品薄感は緩和
したものの思いどおりの調達には程遠い。ただし西へ向かう程に動きは低迷
しており、必要以上の手当てをしたところは消化が遅れている。
　被災工場では操業再開に向け作業を進めており、僅かながら生産を始めた
工場もある。合板メーカーは先月同様可能な限り生産量を引き上げており、
フル操業を展開しているが、7 月においても現状の在庫量は非常に少ない。
　アイテムによってタイトな状況が続き、実需に即して不足品目が変化して
きている。多少東西地域差はあっても全国的によほど需要が落ち込まない限
り、しばらくは逼迫した状況は続くと思われる。

■ 輸入合板の動き
　輸入合板は流通筋の手持ち在庫がまとまったことと、ここ数カ月の入荷増で一
部アイテムでは弱含みだが、現状消化している原木が高値であることと、今後の
入荷玉は一段高であり、メーカー側は製品価格を更に底上げしたい意向である。
震災直後の発注玉が 5 月〜 6 月で大量に入荷し港頭在庫が増加しておりこの状
況が変わらないものと予想でき、しばらくは売り買い双方のもみ合いが続く展開
となる。

合 板 天 気 図

〒 136-8405　東京都江東区新木場 1-7-22
TEL:03-5534-3711（代）　FAX:03-5534-3855（代）
URL:http://www.jkenzai.co.jp

ジャパン建材株式会社  JK 情報センター
JK お客様
センター 土曜日・日曜日・祝日・年末年始・夏季休暇は、受付を休ませていただきます。

お聞かせ下さい。お客様の声！
企画
発行

ジャパン建材　合板部
部長  内藤  裕之

8 2011.8

ジャパン建材株式会社
東日本グループ
首都圏第二営業部

沼津営業所
所長　縣　孝仁

地域活性隊

めざせ

平素は、販売店様をはじめメーカー様、商社様には
格別のご支援、ご協力を賜り厚く御礼申しあげます。

沼津市は首都 100km 圏に位置する
静岡県東部にあって恵まれた自然環
境と優位な地理的条件のもとで、東
駿河湾地域、伊豆方面への交通拠点
あるいは、広域的な商業・文化拠点
として、古くからこの地域の政治、
経済、文化の中心的役割を担ってき
ました。奥駿河湾越しに見る富士山、
緑濃い千本松原、街の中心部を流れ
る狩野川などの豊かな自然を生かし
ながら、静岡県東部の雄都にふさわ
しい都市機能の充実を図り、人々が
訪れ、集い、にぎわい、人々が引き
つけられる魅力にあふれる街です。

沼津営業所はこのような恵まれた環
境の中 12 名のスタッフで、お得意
様や仕入先様のご協力を頂きながら、
JK 首都圏サポートセンターと連携を
とり、工務店様やお施主様のお役に
立てるように努力していきますので、
今後とも宜しくお願い致します。

◆ご案内
今秋も、恒例の『第 13 回神奈川・
静岡合同ジャパン建材フェア』を
10 月 13 日（木）に横浜産業貿易セ
ンタービル ‘ マリネリア ’ にて開催
します。当日限定の大特価商品を数

多く用意して、
皆様のご来場を
お待ちしており
ます。

富士山と駿河湾


